
長崎県矢上炭田東長崎町地区の古第三系層序

-矢上炭田の研究　その1-

鎌田泰彦

I序言

長崎市東北部の橘湾(千々石湾)と大村湾に挟まれた地峡には古第三系が広く発達してい
いさIi^p

る。主な分布地は大村市東南部,諌早市西南部周辺,東長崎町立及び長崎市北方の長与村一帯

である。 (第1図)

この地域の苗第三系の研究は従来殆んど為

されて串らず,僅かに松下久道4),山崎遠

地'3)等が唐津炭田との関連性において僅か

に述べて来たに過ぎない。叉大村市南部につ

いて-瀬亘J)の報告があるが,層序や地質時

代を確定する迄には至らなかった。

最近新野弘2)が東長崎町矢上南部の島岳海

岸でOrthaulax japonicus Nagaoを発見

したのが端緒となり,同地の矢野鉱業矢上炭

田開発調査事務所々且により徹底的な化石採

集が行われた。筆者は昭和29年以降,その豊

富な採集品を査定すると共に,層序確立の為

の調査をして来た。

本地域に発達する地層は南半部に最も模式

第1図長崎県矢上炭田位定図
Fig. 1. Index map of the Yagami coal-field,

Nagasaki Prefecture, Kyushu.

的に露出し,千々石湾北西岸に沿った飯盛村鰍より東長崎町矢上に至る問においてほゞ仝層序

が認められる。従ってこの地方の古第三系分布地を一括してその中心地の名をと,り`矢上麦田と

呼んで来た。本地域は天草炭田の北の隣接地であり,しかも三池・高島両炭田の中間にある

為,北九州炭田形成を考察する上等閑視出来ない場所である。筆者3)は党に本地域の層序と高

島炭田との対比の概要を予報したが,其後の研究の進展にともない若干の修正も必要となった
l

為,再び東長崎町一帯を中心に述べる事にする。

本研究で東京水産大学新野弘・鹿児島大学波多江信広・九州大学松下久道の三教授しには調査

を指針を与えられ常に有益な御指導を受けたo東北大学浅野清教授には有孔虫に関する多くの

浄長崎県西彼杵郡矢上村,古賀村及び北高来郡戸石村の合併による新町名

排北高来郡江ノ浦村及び田結村の合併による新村名
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御教示を受けた。又九州大学野田光雄教授や長崎大学佐藤隆夫教授にはたえず激励の言葉を頂

きかつ研究の便宜を計って頂いた。

　三菱鉱業朱雀智介・大西弘・山本栄一・菰田正俊，宇部興産松本隆一，日鉄鉱業細野実の各

氏や地質調査i所喜多河庸二・高井保明の両技官には種々積極的な御討論を仰ぎ，調査結果を充

分に批判して頂いた。更に地質調査の便宜を計られ本研究の推進力となった矢上炭田開発調査

事務所の矢野徳助氏及び所員の方々の御墨力は忘れられない。叉現地調査には常に同所松本一

次氏が同行して御援助して頂いた。こ鼻に銘記してこれらの方々に深甚なる謝意を表す次第で

ある。

　術本研究に用いた費用の一部は文部省科学研究費によった。こ玉に記して当局に感謝する。

H　層序概説

　本地域に発達する古窮三系の最下位の地層は純海成層であり，基盤岩に直接する所は認めら

れない。下泣の諌早層群柴と上位の矢上層群に大別し，その大要は次の通りである。（第1表）
　　　　　　　　　　　　　　　いさはや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おゆい

　　　第1表　矢上炭副脅序表　　　　　諌早層群：諌早市西南部より飯盛村江ノ浦及び田結

地璽
時代

鋳コ

四

紀

古

第

地　　層　　名

段丘堆積層

下釜貝層2）

新期火山岩類

矢

上

層

群

紀
　　諌
　　早
　　層
　鵯群

城平層

赤松層
館　　層

古賀層

切宮層

侍石層

毛屋層

蛎道層
江ノ浦層

膏厚（m）

15

6

30十

180

120

40

120

30

320

80

250十

　　　　　（下限不明）

角礫岩及凝灰岩，安山岩等に被覆される。下位より侍石層，切宮層，古賀層，館層，赤松層，

城平層の6層に細分される。古賀爽炭層以外からは貝化石が多産し，侍石層には特に有孔虫化

石が豊富に含有される。層厚500m＋。

に至る間に広く分布し，概ね北に緩傾斜する。矢上附

近では八郎川以東の海岸に良好な露出があり，西に傾

斜する。下部は含有孔虫黒色泥岩よりなる純海成層で

上与に次第に砂岩を混え，上部では薄炭層を含む頻海

成層となる。全体として海退相を示す堆積物である。

本層群は下位より江ノ浦層，蛎道層，毛屋層の三層に

分つ。層厚650m＋。

　やがみ
矢上層群：東長崎町矢上・古賀附近に最も標式的に

露出する外，大村市南部，諌早市西部及び長崎市北方

長与村に分布する。本層群は海侵の復活により堆積を

始めた海成層が最下部を占め，諌早層群を整合的に被

覆する。炭層を挾在する部分が中部にあるが，上部は

再び海侵的堆積を示す地層となり，海棲貝化石が豊富

に含まれている。上限は新期火山岩類の玄武岩，火山

盟　層序各説

滞先に‘0戸石漕群”と呼んだことがあるが，天草炭田の’‘砥石層”と混同され易いので改称する。
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（A〕凋諌早層群

　1．江ノ浦層聾　模式地：飯盛村（江ノ浦）鼎平古場附近

　黒灰～暗灰色を呈する殆んど均質な泥岩よりなるが，時に薄層理を示したり，組粒砂岩の薄

層を挾在する場合がある。板状叉はレγズ状の珪質な結核や風化面で褐洪鉱化する瘤状結核を

数層準に含有する。有孔虫化石を普遍的に含み，大型動物化石は殆んど発見出来ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんぞく
　主な分布地として模式地の江ノ浦の低地周辺部に広く露出する外，東長崎町では古賀千束
の

野，矢上瀬古，戸石船津海岸及び川内盆地である。層厚250m＋。
　　かきどう
　2‘蠣道層燃　　模式地：東長崎町（矢上）蛎道

　江ノ浦層と漸移する白色細粒」中粒砂岩炉本層最下部を占め，この上部には黒灰色泥岩の厚

層が重なる。この泥岩には雲母片や炭質物を多く含み硬質である点江ノ浦層と区別し得る。上

部には再び砂岩を挾んで厚さ20～30cm単位の互層となり，層間異常堆積を示す部分もある1

化石は一般に少い。層厚80m。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1
　　　け　や
　3．毛屋層翼模式地；東長崎町（戸石）毛屋西与海岸

　白色～灰白色紬粒砂岩（荒磨砥石状）を主とする厚層で・風化すれば明るい黄褐色を呈す。

砂岩中には微細な絹雲母片が普遍的に含む。屡々灰色軟質泥岩を挾在する為砂岩は板状を呈し

叉時に互層をなす。上半部二層準に薄炭層及炭質頁岩に富む部分燃飴あり，この上下には偽層

・砂管・漣痕・泥岩片の同時礫の混入等の堆積構造を示す砂岩が発達する。最上部は約20mの

特徴ある白色塊状中粒砂岩よりなり，含炭部と共に炭田全域に亘り広く分布しているら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　ら　み
　本層は毛屋西方と蛎道北方の丘陵地に標式的に発達する外，諌早市西南部及び多良見村喜々

津に広く分布する。諌早市南部の栗面や久山で本層砂岩の採石場が数ヶ所ある外，各地で石垣

の石材として利用している。

　化石は淡水～汽水性貝化石の産出があり，特に喜々津駅南方国道上の本層上部の含炭層より

Co7み∫o％」α（C”6”oわ碑3sα）而7αわ∫」’5（：NAGAO）が多産し，鈴木好一11）により既に報告され

ている。この他Mα60脚”耀4召∫：NAGAOが比較的多く産出する。又植物化石も散点的に含

まれる。層厚320m。

　〔B〕矢上層＝『群
　　　さぶらいし
　4．侍石層　模式地：東長崎町（矢上）侍石東方県道上

　砂岩を混じない特徴ある泥岩で，風化面で明るい黄褐色を呈し，玉葱状構造を作る事顕著で

ある。基底近くり暗灰色泥岩中には粗粒の海緑石が雲状に密集している。本層には普遍的に砂

質有孔虫を含み，特別な岩相と共に最も有効な鍵層として広く追跡される。

　菅前報では“尾崎層”としたが，江ノ浦で本層が標式的に発達するので改名する。

　轍（）内は町村合併前の村名（以下同じ）。
辮前報において江ノ浦層（一尾崎層）と蛎道層の問に陣ノ内層を設けたが，模式地の該層が大部分毛屋層

　　入る事が確認され，又島岳海岸の07酌σ躍砺を含む地層が館層に含まれるので，陣ノ内層をこ』で抹

　　殺する事にした。

耀最近調査を行つた大西弘・菰田正俊等は喜々津含炭層と呼んで毛屋層最上部を更に細分している。
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　分布は矢上より侍石を経て戸石に至る県道上に断層の為三度露出する外，八郎川以西の矢上

小学校裏の道路上に好露出がある。叉北方では火山岩類の為分布が一時絶たれるが，喜々津駅

　　　　　　なきる
東方城山南麓の名切附近で再び良好な露出がある。層厚30m。
　　きりみや
　5・，切宮層　模式地：東長崎町（戸石）牧島切宮岬対岸

　海緑石を含む塊状砂岩よりなる。下部（30m）は主に白色細粒砂岩よりなり，数層準に海緑

石が散在する。この砂岩は風化すれば暗褐色を呈『し，板状の団塊の発達や時に偽層が認められ

る。上部（9αn）は紬～中粒粒砂岩であり，帯緑灰色～濃緑色を呈す。この砂岩の最下部には

厚さL5mの海緑石に富む粗粒砂岩があり，時に径2cm内外の円礫を含み，又砂管が密集す

る。この直上に貝化石を豊富に含む中粒～細粒砂岩が重なる。・最上部は白色石英質粗粒砂岩で

あり風化に対して軟弱である。

　層厚は模式地附近の海岸では120mあるが，西部の矢上田中では90mに減ずる。

　　　ニ　が
　6・古賀層　模式地：東長崎町（古賀）中里及び（矢上）田中附近

　本層は切宮層最上部に包含されるべき地層であるが，本地域唯一の稼行炭層を含むとゆう特

殊性を考えて区分した。岩相は白色石英質砂岩を主とし，石炭層，炭質頁岩及び泥岩を挾在し

ている。

　矢上では本層中に安山岩々床が遊入し，この為爽炭部は下部の矢上本層と上部の上層に分離

される。岩床は薄い所C約10二nごある。矢上本層は山丈約4mあるが，安山岩々床直下に約

2mの雲母片に富む炭質頁岩あり，その下部の灰色泥岩中に三枚の薄炭層を挾在している。・層

厚30～40m。

　　おち　7．館層　模式地：東長崎町（矢上）館

　中粒～粗粒の塊状砂岩よりなる厚層である。径3c1n以下（時に5簾内外）の円礫よりなる礫

岩の薄層叉はレγズを10数枚挾在する。砂岩は灰～灰白色を皇し，石英粒に富み時々緑色鉱物

粒を混入する。風化すれば淡褐～暗茶褐色を呈す。甚だ堅硬で館では石材を採っている。本層

下部には時々石灰質粗粒砂岩が発達し，矢上南部島岳海岸では07∫h側1砿等貝化石を含む。

叉同様なものは古賀館より向に至る路上に露出する。層厚120m。
　　あかまつ
　8・赤松層　模式地：東長崎町（矢上）赤松

　館層より漸移し，次第に粒度が細かになり本層は主に細粒～中粒砂岩よりなり，板状を呈

す。〆砂岩中には白色鉱物（浮石様）の微粒が多く含まれる。風化により暗褐色を呈す。最上部

め細粒砂岩中には殻の保存される豊富な貝化石や蟹が含まれ，矢上・古賀間の国道沿いの崖で

容易に採集し得る。層厚180m。
　　じようひら
　9・城平層　模式地：東長崎町（矢上）城平

　殆んど塊状の黒灰色泥岩を主とし・下部に砂岩の薄層を含む外単調な岩相を呈す。ヌ場所に

より白色鉱物の細粒を含んでいる。赤松層と同種類の貝化石及び海恒化石を含むが，多くは印

象として型丈が残る。
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本層は矢上地区における最上部の古第三系であり露出地も城平より古賀松原附近までに極限

されるが，1 崎市北方長与村では広く分布して化石も豊富に産出する。層厚30m＋。
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　　　　　　第2図　矢上炭田束長崎町地区化石産地図
Fig，2．Map　showing　the　loOalities　of　fossils　in　the　Higashi．Na．

　gasaki・machi　district，Yagami　coal・field，Nagasaki　Pfefecture．

　　　　　　　　　　　　第2表　矢上炭田古第三系産貝化石

Table2Mo11uscanf・ssilsfr・mthepale・Zenefcrmati・ns・fthe，Ya琴amlc・a1－field・

　　　　Nagasaki　Prefecture．

A．Kirimiya　formation（切宮層）

種　 名　　Species

地層・産地
　　Formation　and　Localities

　　　　　　　　一
C紹ss漉〃伽ssp．indet．一…一…

Vセ惚ガ6α〆4『α漉助o蛎σ召YOKOYム皿A・…　　　…

％剛6召7伽伽蜘加（Y・KqYムMA）・

Cθ郷！04θ燗召cf．ん’sみ加召β露s試s（NムGAO）

P髭召グ々卿sゐ惚据s’s　NAGムo　・

5b泥πsp。（of　NAGAo　from　the　Kiuragi）

Eφπ0”げ％”2　sp．indet．　・

ノ1∫hZθ諺σノ4ρoπ66σNAGAO一…・……一　　　　・一

切 宮 層

5

×

×

ll

×

53

×

47

×

×

49

×

28

×

・×

×

×

30’

×、

10

×

×

×
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．B。Tachi，A琴amatsu　and　J6hira　formations．（館層・赤松層・城平層）

種　　名　　Species

地層・産地 Formations　and
　　　　Localities

ハ7zκπ」αh面θ雑θπsJs　NAGAO一

146伽（s．s．）sp．indet・一

3召66θ〃α．”9召擁召πsげs　KAMADA（MS）……・…

0砂砂耀ガs召」診o伽ゐo耀αNAGAO一一

C惚，zθ〃召s露酵b初’‘召如NAGAO・…一

C餌ss召’θ〃㍑θs”3α’sμπ昭πsJs　NAGAO…

V初2θ7ゴ08π露αyo3h’4αゴNAGAO・・

躍夕∫躍o召7漉紹陀oπ40歪（NムG亭o）　一…

lT4勉s60吻sσ（NAGAO）…一…・…一，，・

σθπzs’04θγ”2σ1ビshJ”2αeπs♂s（NAGAO）　…・…　・

槻αη・吻α惚∫（NAGA・）、・馴

C‘z〃齢如魏σ’sz‘7セzθπs’s（NAGAO）

ハ血60”2召yσ”2σ4φNAl｝AO…・……

∠4729μ伽S”Zα劣伽2α（NAGAO）

7、θ〃初σθ9％’吻‘躍〆s　NAGAO

乃躍紹島sp。（of　NAGAo　from　the　Kiuragi）

50属β％sp．（of　NAGAo　from　the　Kiuragi）　’一・・

PカoJα4ヒ）”リアα　“”2ση多8ガ∫召6召‘z（SOWERBY）　”…・

Z）2η’σ勧拠（Lαe擁4θπiα伽甥P）sp．一一

E擁oπ伽翅s画紹6吻sπ遡NAGAO一・一一

〇πhσ駕如κノσメ旧擁6μs　NAGAO。

71μ”ぜ∫β”α　泥α7η1sz4θ％s’s　NAGAO　o　””一…

丁貿）ohooεガ∫h’z‘”z　cf．”σ4αππ”z（YoKoYAMA）・

助吻∫グo亟s紹gosα扉叩sJs　KAMADA（MS）

A∫h彪∫αブ召メゆπ’α2NAGAO　o”…

館
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×

×

×
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×

×
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×

×

×

×

×

×
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×

×

×

×

×

×

31

×
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×

×

×

×

×

×

×

城平層

3

×

×

×

×

×

×

×

×

1

×

P

×

×

×

×

×

長
与
村

×

×

×

×

×

×

×

×

X

×

×

×

×

lV対 比　　（第3表）

　1・天草炭田との対比

　矢上炭田に発達する古第三系の最下層である江ノ浦層は貝化石に乏しいが，有孔虫化石を饒

産する撫蜂球層鴎あ．る・本層の有孔虫化石には、T700肋吻雁紹α耀肋3α6％5づ3AsANo　and

MuRATA，P」6・伽ク・7㈱襯εAsANQ，肋蜘ク加9剛465α麟πs¢謝5AsANband
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MuRATA，Cyご1伽雁ησ如雇、IsHIZAKI等を含み，浅野清教授亮・によれば，この有孔虫群は天

草炭田教良木層中部に産出し，有明階中部のものと考えられている。江ノ浦層の上位の蛎道層

は毛屋層に至る漸移層であり，岩相的には天草下島の志岐山層に頗るよく似ている。

　毛屋層は岩相・化石共にfluvio・m3rine相を示し，一上部には石炭層の挾在もある。これは江

ノ浦層堆積当時の海の退行を物語る。対比に有効な化石の産出は不充分であるが・岩質と上下

層との関係から砥石層に対比する事が考えられる。

　矢上層群の堆積初期には新たな海侵が始まり，最下部の侍石層基底には海緑石の濃集帯が存

在する。天草の砥石層上位の一町田砂岩も著しく海緑石に富み，下位の含炭層との関係から見

ても，矢上・坂瀬川両層群最下層は同一海侵初期の堆積物と見徹す事が出来る。海侵相の基底

に海緑石の発達する例は甚だ多く，例えば北海道石狩炭田の幌内頁岩層の基底には必ず海緑石

砂岩層が存在する事を高尾彰平12）は強調している。

　侍石層の貝化石は貧弱であるが，有孔虫化石は著しく個体数多く，　C鐸1伽彫n伽α卿6碗昭

BEcK，C．如痴IsHlzAKI，『P160！♂紹ρo〆o鰯6％3♂s　AsANo等を含む事より斉藤林次9）の提唱し

た直方期めPJ召漉紹ρ070編θnε2s　Zoneに相当するものと思われる。同帯は坂瀬川層群下部

のC7σssα∫6〃〃6s”ゆ勿π6％s’s　Zoneに近い上位にある有孔虫化石帯である。

　切宮層は含海緑石砂岩よりなる浅海成層であり，岩相は高島淡田沖ノ島層に似ているが∫本

層より得たC7αs3碗〃漉sの一未記載種やγ6％07加74毎πゆρ傭o召は坂瀬川頁岩最下部に知

られる瀞。従って侍石層，一切宮層を併せたものが坂瀬川層群下部に概ね対比されよう。逆瀬川

頁岩は殆んど均質の黒灰色頁岩であり，下島北部二江附近において砂岩の厚層が発達している

以外甚だ単調な岩相を呈し，叉化石も貧弱である。それ故矢上地区の切宮層以上の地層を彼地

に対比する事は甚だ困難である。

　2・高島炭田及び唐津炭田との対比

　前述の様に諌早層群は天草の本渡層群上半部に対比されるが，高島炭田における高島層群に

は天草の様に志岐山層相当の海成層の発達を見ない。しかし二子島層基底のLower　O7’h偬」僻

掴ρoπ蜘s帯は福連木層に対比され4），叉端島層中のUpPer　O7ih側1砿ブ砂o痂oπ3Zone直上

に産するCo吻6％10（C”6％06α∫づ∬α）郷解oづ（SUZUKI）は砥石層に発見されている11）。従っ

て諌早層群は高島層群上半部に対比する事は可能であろう。

　高島層群の上位の伊王島層群については長尾巧6），松下久道4）の層位学的研究があり，最近

では高橋良平・小原浄之介1Q）により岩石学的研究が行われている。筆者は西沢利男8）と共に

化石層位学的立場から調査を進め第3図の様な細分を行った。

伊主島層群下部の沖ノ島層は含海緑石砂岩及び黒灰色貢岩の万層よりなる地層で，浅海性の

貝化石を豊富に含み・この沖ノ島貝化石群よりなる　窺hl2如擁εh吻解漉Zoneを構成する。

菌私信による。　（1956年1月）

滞鹿児島大学波多江信広教授の未発表資料にょる。
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　下部伊王島層基底に著しい礫岩（現地では出崎礫岩と呼ぶ）

が発達するが，Member　lの上部には沖ノ島型の貝化石が

若干含まれる。叉高橋・小原1。）はこの部秀の試料で有孔虫

を検鏡している。Member2，3には貝類，腕足類，蘇苔虫

類，海胆等を含み，海成堆積層と考えられる。肱ember4は

粗粒砂岩よりなり化石は発見出来ない。Member5に至り再

び礫岩が顕著となり，下部と上部に薄炭層や松岩を含み，叉

中部の塊状砂岩には著しく診管が発達する。沖ノ島層と出崎

礫岩との間には岩相上著じいhiatusゐ存在が当然予想され

るが，』沖ノ島層が示す海歳相は術下部砂王島層に存在してい

ると解される。叉堆積物の累積が上部において海水を退行さ

せMember5の岩相を形成させたと推察する．

　矢上層群中切言層は岩相・化石共に沖ノ島層に類似する。

叉後述する様1ど矢上層群の上部の地層は上部伊王島層に対比

される事から侍石層・切宮層・古賀層の3層を伊王島層群の

沖ノ島層より下部伊王島層最上部に至る地層に対比される。

　上部伊王島層億純海成層であり・各層準に多くの化石を含

んでマ・る。Membcr6は伊王島の西海岸で1“千畳敷砂岩”と

呼ぶもので，貝化右の密集した堅硬な含礫団塊を含む。同島

東北部の海岸では石英礫の多い礫岩であり化石も含まれない

が，最上部（Member7の基底部）の含礫砂岩中には次の化

石が密集し，，AJ〃6如ブ砂oη卿ZOneを構成する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3図高島炭田伊王島層模式柱状図σ絢耀7畑伽励・nα！αN・，N・θ吻”49鰯MAcNEIL，Fig．3．ldealge。1。gicalc。1umnar

伽％〃46σ吻ρ・轍N．，Os伽cf．sα励卿sN．，C〃鰐ε　sectionoftheIojimafoma・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tion　in　the　Takashima　coa1．
3召々〃oo，2sづε（N．），！410げ463　s％δ！％挽づ4召（N．、，みオhJθ！α　ブαρoπづ6α　　　　　　field．

N・7，0γ∫hα吻肩α卿加5N・・〈「6蜘綱cf・4s伽惚πs∫s（N・）・T〃7漉」」α加7傭μ醐5N・

単体珊瑚P！σ砂砂碗h麗sp．瀞

　Member7にはN％o躍o雇26麗π5is　N．，C礎4伽吻配26紹郷6N，∠4！hl6如ブ砂o勉昭N．，

．06吻」伽解sp・等が多産する。この上位のMember・8の基底の貝殼石灰岩には新たな種が加

わり，次の様なものが含まれる。

　1V40μ1召 h伽吻鰯s　N．，0りoダ耀プづ3’疏o％励oη4！αN，0．cf．04ssh麗6癖s　MAK．ChJ佛y5

3‘z為銘06”s∫s（N。），Co74ゼπ卿々づ5hづ卿‘z8πε6N．，V「θ麗θ7づ6α74歪σ　二yosh’4αづ　N．，C‘z1κs∫α　躍σ13z67α6η5∫s

畏尾（192わ

分層
区　’分 柱　状　図 鱒

伊．

上言β

”19 論黙

　：ミ潜5i　爵然

十10

55

大明窟島船津彊島

876

灘錠騒躍

、．冗

’55

紛砂

3
・講．3◎

撃屡霊層5。

下部
5

Φ　”
「7”　　鞘

80

‘㌃，㌘占　’
ro。望！。

樗・

鴨・ ．，．’

・8

羅寵π

4

！：t、1二・イ轟。：鮪1：i汽

40

52

欝．曇三÷野三三e≡議曇記隙r．＿

40

鷺 30

口

＝嚇｝．細繍ゑ　o

40

沖／島層
㊦　≡黒構

　緊㌫ご

柴江口元起教授によれば古第三紀特有なものである。鑑定をわずらわし御教示を頂いた同教授に感謝の意

　を表する。
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（N．），C紹5s4！6〃∫’63甥碗sμ7召o”sJ3N。，0πh卿」召卑ブσρon此κεN．，Tπプ7〃6〃α肋7σ’ε粥刀52εN。

　この群集はいわゆる　Lower“P66！6ガ34々」’oθκs’3Zoneに相当するもので，高島炭田にお

いて始めて認られめたものである。

矢上層群では館層基底部には種数は少ないがGJy夢耀7おα」加励o紹オ4N．，Mッ餌加74伽

々on40κN．），P吻7yo々o”灘∫（N）07！h側1砿ブ砂o擁o％3N。等を含み，伊王島層のMember

7の基底部の化石群集に似ている。又含化石層の岩質も礫質粗粒砂岩である点よく類似する。

赤松層上：部及び城平層には略々同じ化石群集が見られ，矢上層群において始めて出現する

ものも数種含まれる。　この部分は含有化石の各種毎の産出下限と共通種14より，伊王鼻層の

Member8に容易に対比される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きゆうらぎ矢上層群上部と上部伊王島層におけるこれら上下の化石群集の関係は唐津炭田の厳木層にお

ける厳木化石層（、4’hJ6！αブ砂傭昭Zone）とLower　P6漉％5召鰭06”sゴs　Zoneとの関係7）に相

対応し，いづれも同一海侵（伊王島海侵）によって形成されたものであろう。松下久道4）は厳木
　　　　　　うつほロぎ
層のこの化石帯は筆木層の上部直方化石帯と矢代層の唐津化石帯（下部大辻階）に区分してい
る。『

かしこの両化石帯は各炭田において層位的に接近している許りでなく，殆んど同時期で

あっても棲息環境や堆積環境の相異（沿岸相と沖合相の対立）によっても化石群集が異る事が

考えられるので，この両化石帯を分離してその間に階Stageの境界を置くのは不合理である。

唐津炭田において山崎達雄13）もこの両化石帯の間に時代差は認め難いと論じている。
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　赤松層及び城平層の貝化石群集はまた唐津炭田における杵島層の化石群集を含む有田化石帯

即ちUpper　Pθo！6”σ競06η5∫5Zopeのものに酷似する点も甚だ重要である。最近水野篤行5）

が長尾巧の今述べた3化石帯（・4！hl6鵡ブ砂o師64Zone，：Lower　and　Upper，P66i6”罐μ06郷’ε

Zone）を纒めてy卿7∫oα74毎”shf4α♂Zoneを設定しているのもこの問題を解決する一試案

であろう。

　矢上層群と伊王島層群の層序と貝化石群の類似性は両層群が互に連絡ある堆積盆地内で形成

された事が推定される。この事から従来多くの古地理図に描かれた様な西彼杵及び野母半島の

変成岩地帯は古第三紀を通じて半島をなしていたのではなく，少くとも伊王島海浸のあった時

朋には今日新期大山岩類で覆われる長崎市附近に一つのseawayの存在した事が考えられる。

V　結 語

　長崎県西彼杵郡東長崎町附近の古第三系の層序について述べたが，この層序は略々矢上炭田

至域に適用し得るものである。対比は天草炭田と高島炭田の古第三系に対して行ったが，同時

に化石帯に関する若干の問題と古地理及び地史に関して触れた。地質構造に関しては新期火山

岩類の活動と関係を持っているので特にこ玉では述べなかった。

　最後に昨年（1956年）矢上炭田に関して次の講演が諸学会で行われた事を附記する。

1）　Asano，Kiyoshi：Pa！cogene　Foraminifera　from　the　Yagami　Coal・field，Nagasaki　Prefec・

　　ture．日本古生物学会年会（於仙台）

2）森永陽一郎・村田茂雄：諌早古第三紀層の層序と地質時代　鉱山地質学会（於東京）

3）　鎌田泰彦・西沢利男：長崎県矢上炭田の層序と高島炭田との対比　日本地質学会総会（於

　　京都）

4）大西弘・菰田正俊：大村～矢上炭田の層序と対比上の問題点について　日本地質学会西日

　　本支・部例会（於戸畑）

5）　山崎達雄：諌早炭田の地質　日本地質学会西日本支部例会（於熊本）
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Abstract

Paleogene Stratigraphy of the Higashi-Nagasaki-machi

district, Yagami Coal-field, Nagasaki Prefeture.

-AStudy on the Yagami Coal-field. Part 1-

Yasuhiko KAMADA

The Paleogene strata distributed in the Yagami coal-field, the environs of Nagasaki

City, is classified into the following nine formations in descendingorder :

Yagami group (Thickness in meters)

Johira formation 30+

Akamatsu formation 180

Tachi formation 120

Koga formation 40

Kirimiya formation 120

Saburaishi formation 30

Isahaya group

Keya formation 320

Kakido formation 80

Enoura formation 250+

From the characters of the stratigraphic succession and the molluscan or foramini-

fereral assemblages, the Isahaya group is correlated with the upper half of the Hondo

group in Amakusa and the Yagami group is correlated, with the Iojima group in the

Takashima coal-field. Some bio-stratigraphic problems of the Paleogene mega-fossil zone

in northern Kyushu is also discussed here.


